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現状における問題点、課題 目標
目標達成
に要する

期間

1 35

職員だけでの誘導の限界を踏まえ、災害対策
で地域の方の参加・近隣の方が訓練の方法を
見たり、地域に関する助け合いの仕組みの早
期訓練（地域消防分団との）実施が必要。

地域との協力体制を築く 12ヶ月

2 45

1階の浴槽が深く、1階の入居者は全員シャ
ワーのみであるため（シャワー希望の方も多
い）、浴槽に浸かることができるような工夫が必
要。

安心して浴槽に浸かり、リラックスできるよう
に、再度業者に依頼する。

6ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

安心して入浴できるように、手すりを付けたり、
浴槽の配置変更等、業者に依頼しているが、
多忙にてなかなか達成できていない。今後も、
幾度となく依頼を行い、早期解決できるように
努める。

高齢者グループホーム和庵

平成　31年　3  月　28 日

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

地域消防分団へ訓練への参加呼び掛け等を
行う。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組
む具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　

　（別紙４（２））

目標達成計画


